
読
書
案
内

地
方
財
政
に
関
す
る
文
献

共
同
通
信
社
内
政
部
編
『
地
方
財
政
危
機
の

実
態
』
（
第
一
法
規
、
五
一
・
七
）

山
内
敏
雄
「
地
方
財
政
″
危
機
″
と
自
治
体

労
働
者
」
（
北
海
道
自
治
研
究
五
一
・
九
）

吉
田
尭
躬
、
宮
下
忠
安
、
吉
田
成
宣
「
財
政

危
機
を
め
ぐ
っ
て
」
（
立
法
と
調
査
五
一
・

　
一
二
）

野
口
悠
紀
雄
「
財
政
危
機
と
政
策
当
局
者
の

選
択
」
　
（
世
界
五
一
・
九
）

　
「
特
集
・
地
方
財
政
″
危
機
″
突
破
闘
争
」

　
（
北
海
道
自
治
研
究
五
一
・
一
〇
）

加
藤
芳
太
郎
「
地
方
『
財
政
』
危
機
の
意
味

を
考
え
る
」
　
（
月
刊
自
治
研
五
一
二
二
）

山
本
正
雄
「
財
政
危
機
と
税
負
担
の
公
正
問

題
」
（
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
三
一
、
三

二
号
）

米
原
淳
七
郎
「
地
方
財
政
の
危
機
の
現
状
」

　
（
大
阪
大
学
経
済
学
二
五
巻
二
号
）

藤
田
武
夫
、
藤
井
照
生
、
門
間
董
吉
「
特
集

　
・
地
財
危
機
と
自
治
体
労
働
者
」
　
（
月
刊
自

治
研
五
二
・
一
）

木
下
和
夫
編
『
財
政
危
機
と
地
方
自
治
－
十

五
市
町
村
長
の
体
験
』
　
（
財
経
評
報
社
、
五

二
・
二
）

清
水
嘉
治
、
五
十
嵐
広
三
、
高
槻
博
、
長
谷

川
久
男
「
特
集
・
低
成
長
に
揺
ら
ぐ
地
方
財

、
政
」
　
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
五
二
・
四
）

都
留
重
人
、
外
「
自
治
体
財
政
の
危
機
を
克

服
す
る
道
」
　
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
五
二
・
八
）

岩
元
和
秋
「
地
方
財
政
の
『
危
機
』
の
構
造
」

九
州
経
済
五
二
・
八
）

　
　
地
方
財
政
一
般

次
に
地
方
財
政
一
般
に
関
す
る
論
考
で
は
、

宮
本
憲
】
「
地
方
財
政
に
お
け
る
国
と
自
治

体
」
（
都
市
政
策
五
一
・
一
）

同
「
機
関
委
任
事
務
と
財
政
改
革
」
　
（
大
阪

市
大
経
済
学
雑
誌
七
五
巻
四
号
）

同
『
財
政
改
革
』
（
岩
波
書
店
五
二
・
四
）

足
利
守
弘
「
地
方
財
政
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
」
（
地
方
自
治
職
員
研
修
五
一
・
一
）

鈴
木
慶
明
『
転
換
期
の
地
方
財
政
』
（
ぎ
ょ

う
せ
い
、
五
一
・
二
）

肥
後
和
夫
「
転
換
期
の
地
方
財
政
と
金
融
問

題
」
　
（
自
治
研
究
五
一
・
二
）

荻
田
保
「
安
定
成
長
下
の
地
方
財
政
の
運
営
」

　
（
市
政
五
一
・
四
）

吉
田
震
太
郎
「
地
方
財
政
危
機
と
そ
の
構
造
」

　
（
社
会
主
義
五
一
・
四
）

橋
本
徹
「
財
政
中
央
集
権
化
と
財
政
自
主
権
」

　
（
地
方
自
治
職
員
研
修
五
一
・
四
）

門
閥
董
吉
「
人
件
費
の
分
析
」
　
（
月
刊
自
治

研
五
一
・
四
）

立
田
清
士
「
計
画
と
財
政
―
地
方
団
休
の
場

合
」
（
自
治
研
究
五
一
・
五
）

和
田
八
束
『
福
祉
型
財
政
の
条
件
―
財
政
危

機
と
自
治
体
財
政
の
改
革
』
　
（
学
陽
書
房
、

五
一
・
五
）

同
「
地
方
財
政
改
革
へ
の
政
策
的
提
案
」
（
都

政
人
五
一
・
九
）
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地
方
財
政
に
つ
い
て
の
読
書
案
内
は
、
す
で

に
一
度
四
十
八
号
で
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
五
十

年
だ
け
の
文
献
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
状
況

を
知
る
意
味
で
、
今
回
は
五
十
一
年
と
五
十
二

年
の
二
か
年
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
み
ょ
う
。

テ
ー
マ
の
関
係
で
、
ど
う
し
て
も
単
行
本
は
数

が
限
ら
れ
て
く
る
の
で
、
雑
誌
論
文
が
主
力
に

な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
地
方
財
政
の
危
機
は

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
の
一
年
後
、
四
十
九
年
秋

に
顕
在
化
し
、
つ
い
で
五
十
年
の
秋
か
ら
暮
に

か
け
て
最
大
の
危
機
を
む
か
え
た
。
そ
の
関
係

で
、
文
献
の
方
も
五
十
一
年
の
初
め
に
は
多
数

の
論
文
が
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
危
機
的
状
況
の

解
明
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
財
政
危
機

に
関
す
る
文
献
か
ら
、
紹
介
を
は
じ
め
る
こ
と

に
す
る
。

　
　
財
政
危
機

藤
田
武
夫
「
戦
後
地
方
財
政
危
機
の
回
顧
と

展
望
」
（
月
刊
自
治
研
　
五
一
・
一
）

日
本
経
済
新
聞
社
編
『
破
綻
す
る
地
方
財
政
』

　
（
五
一
・
一
）

細
谷
治
嘉
「
危
機
を
増
幅
す
る
地
方
財
政
」

　
（
地
方
政
治
五
一
・
一
）

干
葉
稔
「
財
政
戦
争
の
諸
相
」
（
月
刊
自
治

研
五
一
・
一
）

大
川
武
「
地
方
財
政
危
機
の
構
造
」
（
経
済

と
貿
易
五
一
・
二
）

降
矢
敬
義
「
苦
悩
す
る
地
方
財
政
」
　
（
税
五

一
　
・
三
）

大
内
秀
明
「
地
方
財
政
の
危
機
と
自
治
体
合

理
化
」
（
北
海
道
自
治
研
究
五
一
・
二
）

木
村
元
一
「
岐
路
に
立
つ
地
方
財
政
」
　
（
地

方
財
政
五
一
・
四
）

富
永
巌
「
財
政
危
機
下
の
予
算
編
成
」
（
月

刊
自
治
研
五
一
Ｅ
五
）

池
上
惇
『
財
政
危
機
と
住
民
政
治
』
　
（
青
木

書
店
、
五
一
・
四
）

古
川
卓
万
「
出
口
見
え
ぬ
地
方
財
政
危
機
」

　
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
五
一
・
六
）



同
「
財
政
政
策
転
換
論
の
課
題
」
　
（
経
済
評

論
五
一
・
一
二
）

同
「
『
地
方
財
政
危
機
』
と
分
権
型
財
政
」
（
月

刊
自
治
研
五
一
・
一
二
）

石
原
信
雄
編
『
現
代
地
方
財
政
運
営
論
』
（
ぎ

ょ
う
せ
い
、
五
一
・
六
）

青
木
信
治
『
最
新
地
方
財
政
論
』
　
（
全
国
地

方
公
務
協
会
、
五
一
・
八
）

大
内
力
編
『
地
方
財
政
』
　
（
東
大
出
版
会
、

五
一
・
八
）

宇
田
川
璋
仁
「
低
成
長
と
財
政
政
策
の
選
択
」

　
（
地
方
財
務
五
一
・
九
）

恒
松
制
治
「
地
方
財
政
の
実
態
に
つ
い
て
」

　
（
経
済
人
五
一
・
九
）

片
桐
達
夫
「
自
治
体
計
画
に
お
け
る
財
政
計

画
の
意
義
」
（
地
方
財
務
五
一
・
九
、
一
一
）

門
間
董
吉
「
財
政
面
か
ら
み
た
地
方
自
治
」

　
（
北
海
道
自
治
研
究
五
一
・
九
）

同
「
自
治
体
労
働
者
の
た
め
の
財
政
白
書
の

つ
く
り
方
」
　
（
月
刊
自
治
研
五
一
・
一
二
）

鎌
田
要
人
『
試
錬
に
立
つ
地
方
自
治
』
　
（
ぎ

ょ
う
せ
い
、
五
一
・
一
二
）

佐
藤
進
「
分
権
主
義
財
政
の
理
論
」
（
都
市

問
題
研
究
五
二
・
一
）

井
手
文
雄
「
地
方
財
政
対
策
の
あ
り
方
」
（
地

方
財
政
五
二
・
六
）

柿
本
善
也
『
地
方
財
政
制
度
』
　
（
ぎ
ょ
う
せ

い
、
五
二
・
八
）

橋
本
徹
編
『
地
方
財
政
再
建
の
み
ち
』
（
中

央
経
済
社
、
五
二
・
五
）

橋
本
徹
、
宇
田
川
璋
仁
編
『
福
祉
財
政
論
』

　
（
有
斐
閣
、
五
二
・
七
）

都
留
重
人
編
「
地
方
財
政
に
関
す
る
鑑
定
意

見
書
」
　
（
月
刊
自
治
研
五
二
・
九
）

青
木
信
治
「
新
し
い
地
方
財
政
の
原
点
」
（
地

域
金
融
五
二
・
九
）

宇
田
川
璋
仁
「
五
〇
年
代
に
お
け
る
地
方
財

政
の
長
期
見
通
し
」
（
自
治
研
究
五
二
・
九
）

今
井
勝
人
「
新
産
業
都
市
建
設
と
地
方
財
政
」

　
（
立
正
大
経
済
学
季
報
二
六
巻
一
、
二
号
）

藤
井
大
司
郎
「
地
域
財
政
の
予
算
赤
字
に
つ

い
て
」
（
山
口
経
済
学
雑
誌
二
六
巻
三
、
四

号
）

岩
元
和
秋
「
現
代
地
方
財
政
の
基
本
問
題
と

し
て
の
『
財
政
危
機
』
の
構
造
」
（
鹿
児
島

大
学
経
済
学
論
集
一
三
号
）

高
橋
紘
士
、
外
「
社
会
福
祉
と
地
方
行
財
政
」

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
　
（
社
会
保
障
研
究
一
二

巻
四
号
）

　
　
都
市
財
政
問
題

佐
藤
進
「
都
市
財
政
の
国
際
比
較
」
　
（
都
市

問
題
研
究
五
一
・
一
）

柴
田
護
「
都
市
財
政
の
現
状
と
税
源
再
配
分
」

　
（
都
市
問
題
研
究
五
一
・
一
）

藤
田
武
夫
「
大
都
市
財
政
の
構
造
と
危
機
―

そ
の
回
顧
と
展
望
」
　
（
都
市
問
題
研
究
五
一

・
一
）

橋
本
徹
「
大
都
市
財
政
の
構
造
分
析
」
（
都

市
政
策
五
一
・
一
）

井
上
一
成
「
『
都
市
倒
産
』
を
回
避
す
る
道
」

　
（
東
洋
経
済
新
報
五
一
・
四
）

松
田
広
光
、
二
宮
茂
明
「
大
都
市
圏
の
財
政

問
題
」
　
（
大
蔵
調
査
季
報
一
一
号
）

岩
波
一
寛
「
地
方
財
政
に
お
け
る
市
中
銀
行

依
存
の
増
大
と
そ
の
矛
盾
」
（
中
央
大
学
九

○
周
年
論
文
集
経
済
）

五
十
嵐
富
英
、
門
間
薫
吉
、
外
「
わ
が
町
―

そ
の
財
政
」
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
四
七
号
、
五

二
・
一
）

牛
嶋
正
「
大
都
市
税
制
の
方
向
」
（
都
市
問

題
研
究
五
二
・
一
）

橋
本
徹
「
都
市
財
政
と
市
民
」
（
同
右
五
二

・
二
）

舟
場
正
富
「
都
市
財
政
の
危
機
と
財
政
自
主

再
建
」
　
（
同
右
五
二
・
二
）

植
田
政
孝
「
大
都
市
財
政
と
財
源
問
題
」
（
同

右
五
二
・
二
）

同
「
都
市
に
お
け
る
財
政
と
人
口
の
問
題
」

　
（
同
右
五
二
・
七
）

米
原
淳
七
郎
『
地
方
財
政
学
』
（
有
斐
閣
、

五
二
・
一
〇
）

　
　
超
過
負
担
・
摂
津
訴
訟

小
林
宏
「
地
方
超
過
負
担
の
完
全
解
消
を
め

ざ
し
て
」
　
（
地
方
財
務
五
一
・
二
）

宮
尾
盤
「
超
過
課
税
を
め
ぐ
っ
て
」
（
地
方

税
五
一
・
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

干
葉
稔
「
超
過
負
担
の
科
学
的
調
査
方
法
と

は
」
　
（
月
刊
自
治
研
五
一
・
九
）

加
藤
芳
太
郎
、
外
「
地
方
超
過
負
担
問
題
を

考
え
る
」
〈
座
談
会
〉
　
（
都
道
府
県
展
望
五

一
・
一
〇
）

「
主
要
超
過
負
担
の
解
消
に
つ
い
て
」
　
（
同

右
五
二
・
二
）

幕
内
輝
夫
「
昭
和
五
〇
年
度
超
過
負
担
の
実

態
に
つ
い
て
」
　
（
自
治
大
阪
五
二
・
三
）

内
田
剛
弘
「
摂
津
訴
訟
の
意
義
」
（
地
方
自

治
通
信
五
一
・
五
）

寺
脇
隆
夫
「
摂
津
訴
訟
一
審
判
決
と
国
の
負

担
義
務
」
　
（
教
育
三
四
二
号
）

山
口
誠
「
摂
津
訴
訟
と
超
過
負
担
」
（
前
衛

四
〇
五
号
）

　
「
摂
津
訴
訟
一
審
判
決
特
集
」
（
地
方
自
治

五
二
・
一
）

羽
柴
駿
「
自
治
体
『
性
悪
説
』
に
立
つ
摂
津

訴
訟
判
決
批
判
」
（
月
刊
自
治
研
五
二
・
二
）

加
藤
一
明
「
摂
津
事
件
判
決
に
つ
い
て
」
（
地

方
財
務
五
二
・
三
）

小
早
川
光
郎
、
寺
脇
一
夫
、
井
上
信
也
、
佐

藤
進
「
特
集
・
摂
津
訴
訟
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト

六
三
二
号
）

　
　
　
地
方
税
・
交
付
税

商
寄
昇
三
「
課
税
自
主
権
を
め
ぐ
っ
て
」
（
都

市
政
策
五
一
・
一
）

東
京
都
政
策
室
『
不
公
平
税
制
と
財
政
構
造

の
改
革
』
　
（
五
一
・
八
）

須
貝
修
一
「
自
治
体
の
課
税
権
と
地
方
税
法
」

（
税
五
一
・
九
）
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吉
住
俊
彦
「
地
方
税
充
実
の
周
辺
」
（
同
五

一
・
九
）

谷
山
治
雄
「
地
方
税
改
革
を
め
ぐ
る
動
向
と

問
題
点
」
　
（
住
民
と
自
治
五
一
・
一
〇
）

和
田
八
束
『
租
税
政
策
の
再
検
討
―
現
代
日

本
の
税
制
改
革
』
（
文
真
堂
、
五
一
・
一
〇
）

野
口
尚
「
大
都
市
圏
域
の
税
源
問
題
に
か
ん

す
る
一
考
察
」
（
帝
京
経
済
学
研
究
十
巻
一
、

二
号
）

佐
藤
進
「
経
済
政
策
と
地
方
税
・
財
政
」
（
税

五
二
・
二
）

浅
野
大
三
郎
『
地
方
税
（
総
論
）
』
　
（
ぎ
ょ

う
せ
い
、
五
二
・
二
）

前
川
尚
美
、
杉
原
正
紀
『
地
方
税
（
各
論
一

―
ニ
）
』
（
同
右
、
五
二
・
六
）

鈴
木
慶
明
『
補
助
金
』
　
（
同
右
五
二
・
六
）

仙
波
節
夫
「
財
源
の
確
保
へ
地
方
交
付
税
法

改
正
」
（
金
融
財
政
事
情
五
一
・
三
）

松
永
太
蔵
「
財
政
分
析
に
よ
る
交
付
税
制
度

改
善
の
た
た
か
い
」
　
（
月
刊
自
治
研
五
一
・

五
）

柴
田
護
「
地
方
交
付
税
を
め
ぐ
る
若
干
の
問

題
」
　
（
地
方
財
務
五
一
・
一
一
）

藤
田
武
夫
「
地
方
交
付
税
の
再
検
討
と
改
革

案
」
　
（
都
市
問
題
五
二
・
二
～
三
）

同
「
地
方
交
付
税
の
再
検
討
」
　
（
北
海
道
自

治
研
究
五
二
・
三
）

古
川
卓
万
「
地
方
交
付
税
と
財
政
調
整
」
（
西

南
学
院
大
学
経
済
学
論
集
一
一
巻
三
号
）

門
問
董
吉
「
普
通
交
付
税
の
配
分
、
方
法
の

研
究
」
（
地
方
政
治
五
二
・
四
～
九
）

大
川
武
「
人
口
急
増
都
市
と
地
方
交
付
税
」

　
（
都
市
問
題
五
二
・
九
）

田
中
重
博
「
『
過
疎
』
自
治
体
と
地
方
交
付

税
」
　
（
同
右
五
二
・
九
）

山
本
栄
一
「
財
政
調
整
の
あ
り
方
」
　
（
同
右

五
二
・
九
）

　
　
地
方
債
・
使
用
料
な
ど

岩
崎
忠
夫
「
国
債
・
地
方
債
の
大
幅
増
発
と

地
域
金
融
の
動
向
」
（
地
方
財
務
五
一
・
一
）

地
方
自
治
協
会
『
地
方
債
制
度
に
関
す
る
研

究
』
一
～
二
（
五
一
・
三
、
五
二
・
三
）

和
田
静
夫
「
地
方
債
制
度
の
機
能
と
現
実
」

　
（
月
刊
自
治
研
五
一
・
六
）

野
呂
昭
朗
「
地
方
債
と
地
城
金
融
市
場
」
（
都

市
問
題
五
一
・
六
）

太
田
和
紀
「
地
方
債
資
金
の
動
向
に
つ
い
て
」

　
（
地
方
財
政
五
一
・
九
）

曽
根
正
彦
「
縁
故
地
方
債
消
化
の
問
題
」
（
公

営
企
業
五
一
・
九
）

島
田
行
信
「
地
方
債
の
資
金
」
（
地
方
財
務

五
一
・
一
二
～
五
二
・
四
）

細
郷
道
一
「
地
方
債
資
料
の
推
移
を
み
る
」

　
（
公
営
企
業
五
二
・
一
）

岩
波
一
宵
〃
「
地
方
債
を
考
え
る
」
（
地
方
自

治
資
料
五
一
年
）

岡
田
有
弘
「
地
方
債
の
現
状
と
今
後
の
動
向
」

　
（
公
営
企
業
五
二
・
一
）

高
橋
誠
「
公
債
に
抱
か
れ
た
財
政
」
（
金
融

財
政
事
情
五
二
・
五
）

宇
田
川
璋
仁
「
付
加
価
値
税
の
構
造
」
　
（
地

方
税
五
一
・
二
）

木
村
元
一
「
付
加
価
値
税
導
入
を
め
ぐ
る
問

題
点
」
　
（
税
五
一
・
五
）

小
林
瞭
一
「
付
加
価
値
税
導
入
に
関
す
る
地

元
企
業
の
反
対
」
　
（
経
済
学
論
叢
五
万
一

〇
）

河
合
信
雄
、
外
「
付
加
価
値
税
の
諸
問
題
」

　
（
企
業
法
研
究
二
五
三
号
）

根
岸
欣
司
「
付
加
価
値
税
と
地
方
自
治
」
上

・
下
（
都
市
問
題
五
一
・
七
～
八
）

大
川
武
、
和
田
八
束
．
佐
藤
進
、
加
藤
一
明
、

渡
辺
精
一
「
特
集
・
使
用
料
・
手
数
料
」

　
（
都
市
問
題
五
一
・
一
一
）

　
「
特
集
・
使
用
料
・
手
数
料
の
動
向
と
課
題
」

　
（
地
方
財
務
五
二
・
二
）

首
藤
尭
「
公
的
負
担
引
上
げ
を
め
ぐ
る
諸
問

題
」
　
（
地
方
財
務
五
二
・
四
）

田
中
啓
二
受
益
者
負
担
の
財
政
学
的
検
討
」

　
（
経
済
集
志
四
六
巻
四
号
）

小
室
直
樹
、
坂
田
期
雄
、
米
原
淳
七
郎
「
特

集
・
行
政
に
お
け
る
『
受
益
と
負
担
』
」
（
自

治
研
修
五
一
・
六
）

藤
谷
正
博
「
公
共
施
設
の
利
用
と
対
価
支
払

義
務
」
　
（
都
市
問
題
五
一
・
一
一
）

田
村
政
信
「
『
受
益
者
負
担
』
に
関
す
る
一

考
察
」
（
早
大
商
学
論
集
二
九
号
）

田
中
館
照
橘
「
地
方
自
治
体
の
補
助
金
の
法

的
問
題
」
（
都
市
問
題
五
一
・
二
）

河
中
二
講
「
自
治
体
の
補
助
金
行
政
」
（
同

右
五
一
・
二
）

　
『
町
田
市
に
お
け
る
補
助
金
等
の
あ
り
方
に

関
す
る
最
終
報
告
書
』
（
五
一
・
一
〇
）

森
俊
一
「
補
助
金
の
役
割
と
そ
の
理
論
的
基

礎
」
（
経
済
と
経
済
学
五
二
・
二
）

　
　
各
都
市
事
情

　
〔
北
海
道
〕

亀
畑
義
彦
「
旭
川
市
の
財
政
改
革
の
た
め
に
」

　
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
四
号
）

　
〔
東
北
〕

門
間
薫
吉
「
都
市
の
財
政
構
造
の
分
析
―
い

わ
き
市
の
た
め
の
日
経
協
報
告
書
を
検
討
し

な
が
ら
」
（
北
海
道
自
治
研
究
五
〇
・
一
二
）

高
田
俊
昭
「
米
沢
市
に
お
け
る
財
政
再
建
計

画
に
つ
い
て
」
（
地
方
財
務
五
一
・
九
）

　
「
ル
ポ
・
財
政
再
建
団
体
日
山
形
県
米
沢
市

の
場
合
」
（
地
方
自
治
職
員
研
修
五
二
・
四

～
九
）

坂
梨
昌
弘
「
赤
字
再
建
団
体
指
定
下
の
自
治

体
闘
争
―
革
新
市
政
米
沢
に
み
る
実
態
と
展

望
」
　
（
社
会
主
義
五
二
・
六
）

　
〔
東
京
〕

藤
森
甚
四
郎
「
東
京
都
の
財
政
危
機
打
開
の

努
力
」
　
（
同
右
五
一
・
二
）

田
代
久
弥
「
東
京
都
か
ら
み
た
地
財
計
画
の

問
題
点
」
　
（
月
刊
自
治
研
五
一
・
五
）

道
林
玉
喜
「
職
場
か
ら
み
た
五
一
年
地
財
計

画
」
　
（
同
右
五
一
・
五
）
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都
職
労
中
央
執
行
委
員
会
『
都
財
政
危
機
の

打
開
と
革
新
都
政
―
都
職
労
に
よ
る
都
財
政

白
書
』
（
五
一
・
九
）

沼
田
明
・
石
原
信
雄
「
特
集
・
白
熱
化
す
る

東
京
都
財
政
戦
争
」
（
金
融
財
政
事
情
五
一

・
一
二
）

磯
村
英
一
「
大
都
市
の
破
産
ト
東
京
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
場
合
は
」
（
革
新
五
一
・
二
）

円
道
幸
男
「
都
財
政
危
機
と
闘
う
自
治
体
労

働
者
」
（
住
民
と
自
治
五
一
・
二
）

　
「
都
財
政
を
め
ぐ
る
財
政
危
機
」
　
（
と
う
き

ょ
う
広
報
増
刊
号
五
一
・
五
）

神
谷
紀
一
郎
「
破
産
し
な
か
っ
た
『
東
京
破

産
』
」
　
（
都
政
人
五
一
・
六
）

　
「
不
公
平
税
制
と
財
政
構
造
の
改
革
」
（
と

う
き
ょ
う
広
報
五
一
・
九
）

　
「
異
状
な
関
心
を
呼
ぶ
都
の
不
均
一
固
定
資

産
税
構
想
」
（
金
融
財
政
事
情
五
一
・
一
一
）

石
井
大
三
郎
「
東
京
都
の
固
定
資
仰
税
超
過

課
税
に
つ
い
て
」
　
（
議
会
と
自
治
休
五
一
・

一
二
）

山
本
正
雄
、
外
「
財
政
政
争
は
多
面
化
す
る
」

　
（
都
政
人
五
一
・
一
二
）

山
口
幸
男
「
北
多
摩
諸
都
市
の
財
政
問
題
―

特
に
小
金
井
市
に
つ
い
て
」
（
地
理
資
料
四

号
）

飯
田
義
忠
「
都
市
に
お
け
る
監
査
事
務
―
町

田
市
の
監
査
事
務
」
（
地
方
財
務
五
二
・
八
）

布
施
勝
俊
「
町
田
市
に
お
け
る
補
助
金
等
の

適
正
化
」
（
同
右
五
二
・
五
）

　
〔
関
東
〕

述
藤
三
郎
『
広
域
的
地
方
自
治
体
と
し
て
の

財
政
－
埼
玉
県
財
政
の
実
態
と
課
題
』
（
五

一
年
）

川
中
皿
回
「
古
河
市
行
財
政
調
査
の
教
訓
」

　
（
地
域
と
自
治
六
号
）

大
川
武
「
神
奈
川
県
市
町
村
財
政
の
状
況
」

　
（
経
済
と
貿
易
五
一
年
）

　
「
『
市
民
型
予
算
』
め
ざ
し
、
わ
か
り
や
す

い
一
局
・
一
款
に
―
横
浜
市
の
『
改
善
』
を

み
る
」
　
（
地
方
自
治
資
料
五
二
・
四
）

横
浜
市
従
自
治
研
事
務
局
「
四
九
年
度
決
算

を
中
心
と
し
た
わ
た
し
た
も
の
『
横
浜
市
財

政
分
析
』
」
　
（
地
方
自
治
資
料
五
一
・
八
）

　
「
財
政
危
機
の
虚
像
と
実
像
―
横
須
賀
市
五

〇
年
度
決
算
の
分
析
」
（
同
右
五
二
・
八
）
鎌

倉
市
職
労
「
住
民
と
と
も
に
す
す
め
る
財
政

危
機
突
破
運
動
に
つ
い
て
」
（
同
右
五
一
・
三
）

市
川
政
雄
「
砂
利
採
取
税
延
長
の
背
景
―
神

奈
川
県
中
井
町
」
（
税
五
二
・
八
）

　
〔
中
部
〕

飯
田
清
一
郎
「
沼
津
市
に
お
け
る
経
費
節
減

巡
動
」
　
（
地
方
財
務
五
一
・
九
）

松
島
森
「
富
山
県
に
お
け
る
コ
ン
バ
イ
ン
課

税
反
対
の
だ
た
か
い
」
　
（
議
会
と
自
治
体
五

二
・
二
）

　
〔
関
西
〕

角
橋
徹
也
「
財
政
分
析
か
ら
住
民
自
治
へ
―

　
『
大
阪
府
財
政
自
主
再
建
計
画
へ
の
提
言
』

を
作
成
し
て
」
（
住
民
と
自
治
五
一
・
一
二
）

同
「
大
阪
府
の
『
市
町
村
税
源
拡
充
構
想
』

に
つ
い
て
」
　
（
議
会
と
自
治
体
五
二
・
二
）

矢
野
浩
一
郎
「
大
阪
府
の
財
政
に
つ
い
て
」

　
（
経
済
人
五
二
・
一
）

々
谷
賢
治
、
外
「
府
下
市
町
村
財
政
の
現
況

と
今
後
の
方
途
」
（
自
治
大
阪
五
二
・
一
）

外
川
勝
英
「
大
阪
府
財
政
危
機
の
実
態
と
今

後
の
課
越
」
（
都
政
五
二
・
二
）

北
牧
一
雄
「
衣
面
化
す
る
財
政
危
機
―
枚
方

市
財
政
の
現
状
か
ら
み
た
問
越
」
　
（
地
方
自

治
通
信
五
一
・
三
）

宮
崎
辰
雄
「
神
戸
市
財
政
の
課
題
と
展
望
」

　
（
祁
市
政
策
五
一
・
一
）

高
寄
昇
三
「
課
税
自
主
権
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同

右
五
一
・
一
）

同
「
自
治
体
の
財
政
自
主
権
」
（
都
市
闇
題

五
二
・
五
）

松
原
喜
美
子
「
家
計
と
神
戸
市
財
政
」
（
都

市
政
策
五
一
・
一
）

中
橋
克
巳
「
神
戸
市
債
と
市
民
参
加
」
（
地

方
財
務
五
二
・
二
）

安
食
幸
雄
「
成
果
を
あ
げ
た
京
都
の
財
政
分

析
運
動
」
　
（
住
民
と
自
治
五
一
・
三
）

門
閥
薫
吉
「
京
都
・
美
山
町
職
の
地
方
交
付

税
制
度
改
善
の
闘
い
」
（
月
刊
自
治
研
五
一

・
一
）

山
脇
悦
司
「
八
尾
市
の
財
政
状
況
と
自
主
再

建
へ
の
努
力
に
つ
い
て
」
（
地
方
自
治
通
信

五
一
・
一
）

　
〔
中
国
〕

内
藤
和
巳
「
岡
山
県
の
税
財
政
改
革
の
動
向
」

　
（
議
会
と
自
治
体
五
二
・
二
）

門
閥
薫
吉
「
防
府
市
財
政
白
書
」
（
月
刊
自

治
研
五
一
・
二
～
六
）

鶴
岡
啓
一
「
山
口
県
の
財
政
健
全
対
策
に
つ

い
て
」
　
（
地
方
財
政
五
一
・
七
）

大
竹
邦
美
「
下
松
市
に
お
け
る
財
政
再
建
計

画
に
つ
い
て
」
　
（
同
右
五
二
・
一
）

　
〔
九
州
〕

古
川
卓
万
「
昭
和
四
〇
年
代
の
福
岡
県
市
町

村
財
政
」
（
西
南
学
院
経
済
学
論
集
一
一
巻

一
号
）

柴
田
全
敬
「
豊
前
市
の
財
政
再
建
計
画
に
つ

い
て
」
　
（
税
五
一
・
三
）

溝
部
忠
増
「
財
政
再
建
の
町
・
竹
田
か
ら
」

　
（
自
治
研
修
五
一
・
六
）

　
　
諸
外
国
事
情

福
丸
馨
一
「
イ
ギ
リ
ス
地
方
財
政
研
究
ノ
ー

ト
」
一
、
二
（
鹿
児
島
短
大
商
経
論
叢
二
五

号
、
同
紀
要
二
七
号
）

高
橋
誠
「
イ
ギ
リ
ス
地
方
財
政
の
現
代
的
展

開
」
（
経
済
志
林
四
五
巻
二
号
）

橋
本
徹
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
財
政
」
　
（
経
済

学
論
究
三
一
巻
二
号
）

木
寺
久
、
大
竹
邦
美
「
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
財

政
制
度
」
（
自
治
研
究
五
一
・
二
）

田
村
政
志
、
岡
本
保
「
ア
メ
リ
カ
の
地
方
債

制
度
」
　
（
同
右
五
二
・
三
）

鈴
木
良
一
「
カ
ナ
ダ
の
地
方
債
制
度
」
（
同
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右
五
二
・
八
）

木
村
収
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
財
政
の
危
機
」

一
～
四
（
大
阪
人
五
一
・
四
～
七
）

三
島
康
雄
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
財
政
危
機
－

そ
の
危
機
の
構
造
と
展
望
」
（
税
務
月
報
＆

二
六
二
、
四
、
七
号
）

加
藤
栄
一
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
財
政
危
機
」

上
・
下
（
自
治
研
究
五
一
・
七
、
九
）

大
久
保
皓
生
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
財
政
危
機

の
実
態
と
そ
の
問
題
」
上
・
下
（
地
方
財
務

五
一
・
一
〇
～
一
一
）

　
　
財
政
理
論
、
歴
史

吉
岡
健
次
「
高
橋
財
政
下
の
地
方
財
政
」
（
大

阪
市
大
経
済
学
雑
誌
七
五
巻
四
号
）

大
石
嘉
一
郎
「
昭
和
恐
慌
と
地
方
財
政
」
（
東

大
社
会
科
学
研
究
五
二
・
三
）

佐
藤
昌
一
郎
「
現
代
目
本
の
地
方
行
財
政
と

軍
事
行
政
」
一
～
六
（
経
済
志
林
一
三
巻
）

山
田
明
「
都
市
の
公
共
事
業
と
起
債
」
（
大

阪
市
大
経
営
研
究
二
七
巻
三
号
）

山
口
和
男
「
戦
後
目
本
の
地
方
財
政
危
機
と

そ
の
原
因
に
つ
い
て
」
　
（
秋
田
経
大
論
叢
一

九
号
）

横
田
茂
「
戦
時
財
政
危
機
と
節
約
運
動
」
（
関

大
西
商
学
学
論
集
五
一
・
四
）

門
閥
薫
吉
「
基
準
財
政
需
要
額
の
分
析
」
（
月

刊
自
治
研
五
一
～
五
二
年
）

　
　
追
　
　
加

八
田
薫
「
地
方
財
政
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
西

南
学
院
経
済
学
論
集
一
〇
巻
三
号
）

林
堅
太
郎
「
革
新
自
治
体
の
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
行
財
政
」
（
立
命
館
産
業
社
会
諭
集
一

七
号
）

石
原
信
雄
『
地
方
財
政
を
考
え
る
』
（
全
国

地
方
銀
行
協
会
、
五
一
・
一
二
）

大
野
慎
一
「
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
債
制
度
」
上

・
下
（
自
治
研
究
五
二
・
一
〇
～
一
一
）

山
下
茂
「
英
国
の
地
方
自
治
」
一
（
同
右
五

二
・
一
二
）

仁
科
英
麿
「
最
近
の
地
方
財
政
の
状
況
」
上

・
下
（
同
右
五
二
・
五
～
六
）

田
中
啓
一
「
都
市
財
政
と
負
担
論
」
（
経
済

集
志
四
七
巻
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
<
青
木
虹
二
>
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